
市民イベント「第 2 回 集まれ！市民のエコライフ＆テクノロジー」 

 

廃棄物マネジメント研究センター    松井 康弘 

 

1. 開催概要 

日 時：2011 年 8 月 20 日（土）10:00～16:00 

場 所：岡山大学創立五十周年記念館 

主 催：岡山大学廃棄物マネジメント研究センター 

共 催：岡山市、岡山市エコ技術研究会 

後 援：廃棄物資源循環学会中国四国支部 

協 力：岡山大学環境部 ECOLO 

参加者：約 150 名 

 

2. 講演会 

(1) プログラム 

10:00～10:05 開会挨拶 阿部宏史氏（岡山大学副学長） 

10:05～10:10 挨拶 讀谷山洋司氏（岡山市副市長）  

10:15～11:00 特別講演「本当のエコライフとは何かを考える」 

内藤正明氏(琵琶湖環境科学研究センター所長)  

11:00～11:15 「東日本大震災後のエコライフ」 

奥山祐矢氏（環境省大臣官房 循環型社会推進室室長） 

11:15～11:30 「ＥＳＤのこれから」 

内藤元久氏（岡山市環境局統括審議監）  

11:30～11:45 「海外に学ぶ学官パートナーシップ」 

藤原健史氏(岡山大学廃棄物マネジメント研究センター副センター長)  

11:45～14:40 休憩 

14:40～15:00 学生企画 岡山市環境局に直撃取材!! 

佐藤博紀君（岡山大学 3回生)  

15:00～15:30 「地域資源の活用は最大のエコ！」 

山口美知子氏(滋賀地方自治研究センター理事) 

15:30～16:00 「つながる暮らし、はぐくむ未来小舟木エコ村の挑戦」 

野田由美氏(滋賀県ＮＰＯ法人エコ村ネットワーキング)  

16:00 閉会 

 

(2) 講演会の概要 

学官パートナーシッププロジェクトでは、一般市民や学生・児童を対象にエコライフ・

エコテクノロジーの普及啓発を図るため、市民、環境団体、岡山市、岡山大学の共同イベ

ント「集まれ！市民のエコライフ＆テクノロジー」を平成 22 年 8 月に初めて開催し、今年

度も昨年度に引き続き同イベントを岡山大学創立五十周年記念館にて開催した。 

講演会は同記念館大ホールにて開催され、まず岡山大学副学長の阿部宏史理事、岡山市



の副市長より開会の挨拶があった。引き続いて、研究・行政・市民・学生のそれぞれの立

場からエコライフの考え方・取り組みの事例等が紹介され、参加者との意見交換が実施さ

れた。 

 

 

 

 

琵琶湖環境科学研究センターの内藤正明所長からは、「本当のエコライフとは何かを考え

る」と題して、循環型社会のイメージ・将来像、持続可能な社会が求められる背景とその

必要性が説明され、循環型社会を構築するための基本的な考え方、デビット・コーテンが

提唱する持続性のための理念・原則の例、滋賀県における将来目指すべき社会像の検討例、



21 世紀における技術と都市変革のキーワード等、今後の持続可能な社会の設計に向けて、

基礎となるべき様々な理念・原則・事例が紹介された。 

 

  

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部循環型社会推進室の奥山祐矢室長からは、「東日

本大震災後のエコライフ」と題して、国が目指す持続可能な社会のイメージ、東日本大震

災からの復興に向けた取り組み、食品廃棄物・紙ごみの発生抑制等の 3R推進に向けた取り

組み、エネルギー効率が高く災害に強い自立・分散型エネルギーシステムを導入した町や

村の将来像、地域活性化につながる地域循環圏の構想等が紹介された。 

 

岡山市環境局の内藤元久統括審議監からは、「ＥＳＤのこれから」と題して、2005 年よ

り岡山市が事務局となって推進してきた岡山 ESDプロジェクトの概要、公民館・大学での



活動事例、また今後の取り組み方針として「国連持続可能な開発のための教育の 10年最終

年会合」の誘致を目指した取り組みが紹介された。（平成 23年 9月 27日、最終年会合の一

環として位置づけられる各種ステークホルダー（国連機関、研究者、学校関係者、民間企

業、NPO等）の主たる会合が岡山市で開催することが決定された。） 

 

 

岡山大学廃棄物マネジメント研究センターの藤原健史副センター長からは、「海外から

学ぶ学官パートナーシップ」と題して、学官パートナーシッププロジェクトの概要として、

アジア・太平洋地域の連携大学・政府・自治体と岡山大学・日本の政府・自治体が双方向

に交流する枠組み、研究プロジェクトの課題構成、アジアにおけるごみの収集・資源化の

事例、インドネシアにおいて岡山大学・岡山市・バンドン工科大学・バンドン市等の参加

の下に開催した「専門家会議」、「3Rの実践をとおしたごみ処理マネジメント」セミナーの

概要が紹介され、海外交流を通して得られた日本の廃棄物マネジメント・循環型社会のあ

り方についての認識等が説明された。 



 

 

岡山大学環境理工学部３回生の佐藤博紀氏からは、「岡山市環境局に突撃取材!!」と題

して、岡山市環境局における１日職場体験の概要が発表され、ごみ有料化に関する会議、

岡山市が ESD関連業務として実施しているごみスクール、駅前でのポイ捨て禁止の啓発キ

ャンペーン等に参加して気づいたこと、感じたことが紹介された。 

 

 

滋賀地方自治研究センターの山口美知子理事からは、「地域資源の活用は最大のエコ！」

と題し、持続可能な人の幸福に必要な要素として、社会関係資本（ﾈｯﾄﾜｰｸ・家族・友人・

規範等）、人的資源（人口・健康・教育・情報等）、社会資本（建築物・工場・道路・住宅

等）、自然資本（生態系・生物多様性等）の 4つの要素が挙げられ、総務省が平成 21年度

に提唱した「緑の分権改革」において「「地域の自給力と創富力（富を生み出す力）を高め

る地域主権型社会」を目指すべき社会と位置づけていることが説明された。また、地域の



農家、森林・木材関係者、ＮＰＯ・市民団体、企業、市等の多分野の主体が連携した先進

的な取り組み事例として、滋賀県における菜の花エコプロジェクト、太陽光を利用した市

民出資の共同発電所事業、農家民泊・農家レストラン構想、湖東地域材循環システム協議

会（kikito）等が紹介された。 

 

 

NPO法人エコ村ネットワーキングの野田由美氏からは、「つながる暮らし、はぐくむ未来

小舟木エコ村の挑戦」と題して、滋賀県の小舟木エコ村について概要が紹介され、エコ村

が「健康で「持続可能な」社会をつくるために、どのように暮らせばよいかを追求し、実

践するフィールド」であり、入居者は「まわりの環境やまわりの人々と自分の暮らしがつ

ながっていることを自覚しながら、一人一人、自ら動く」こと、「静的な計画ではなく、動

的なプロセス」であることが説明された。また、エコ村の沿革、エコ村が掲げる憲章、エ

コ村で取り組む 23の課題、計画概要、風景作り協定が説明され、具体的な取り組みとして

生ごみの堆肥化、家庭菜園、雨水管理、みどりの育成、薪ストーブ、電気自動車カーシェ

アリング等、エコライフの実践・まちづくりに参考となる基本理念・取り組み方針・具体

例等、貴重な情報が紹介された。 



 

 

本講演会では、研究・行政・市民・学生のそれぞれの立場から持続可能な社会を構築す

るための基本理念・考え方、地域でのネットワーク作り、具体的な取り組み事例等、多側

面にわたって貴重な情報が紹介され、講演後には参加者から今後のエコライフの実践・ま

ちづくりに向けた質問がなされ、活発な意見交換が実施された。 



 



交流セッション（展示）の概要 

 

廃棄物マネジメント研究センター 氏原 岳人 

 

 多目的ホール東側 1F、2F及び屋外にて、関連 7団体と岡山市環境局、岡山大学廃棄物マ

ネジメント研究センター、岡山大学ユネスコチェア及び、岡山大学学生による活動内容や

成果が展示・報告された。各団体の展示概要は以下の通りである。 

 

(１)岡山市エコ技術研究会 

 

岡山市エコ技術研究会は、主に廃棄物処

理・再資源化に関する調査研究及び技術開発

等を目的として活動する団体である。本ブー

スでは、食品・木質系廃棄物・溶融スラグ等

の有効利用に関する活動紹介やエコ普及啓発

活動とその成果等を中心に展示された。 

例えば、高炉スラグの有効利用の方法の一

つとして、ロックウールを活用した水耕栽培

や「緑のカーテン」づくりなどの取組みが紹

介された。これらブースでは、研究会メンバ

ーと見学者との意見交換などが活発に行われ

ていた。 

 また、屋外では木ぎれを利用して、踏み台

や一輪差しなどを工作する催しが開催されて

おり、小さな子供たちや高校生を中心に人気

を集めていた。 

 

 

(２)環境カウンセラー協会 

 

岡山環境カウンセラー協会（OPECA）は、環

境省に登録された岡山県の環境カウンセラー

とその支援者によって構成されている団体で

ある。市民や事業者の環境保全に関する相談

に応じ、環境パートナーシップを形成しなが

ら環境保全活動を推進している。本ブースで

は、OPECAの最近の活動報告が行われており、

紙や葦、ヒノキなどを原料にしたペレットが

展示されていた。 

 



(３)電気&環境安全懇談会 

 

電気＆環境安全懇談会は、「仕事や地域活動」

で、電気と環境の安全に深く関わっている個

人の交流を目的とした団体である。本ブース

では、それら各個人の活動紹介や最新商品に

関するパネル展示が行われた。具体的には、

AC駆動 LEDや省エネ蛍光ランプなどの商品が

数多く展示され、興味をもつ見学者に対して、

その特長を分かりやすく説明していた。 

 この他、屋外ではガソリンを利用しない電

動スクーターの展示及び試乗も行われており、

大学生などを中心にその乗り心地を体験して

いた。 

 

 

(４)環境学習センター「アスエコ」 

 

 環境学習センター「アスエコ」は、環境

の大切さを知るために、子どもから大人ま

で楽しく学べる環境学習施設である。本ブ

ースでは、アスエコ内にて常設展示されて

いる環境学習プログラムを体験できるコー

ナーが設置されていた。私達が日常的に消

費しているエネルギー量を具体的な重さに

て体感することできる催しや、自分自身で

自転車をこいで発電することで、電気を作

ることや安定して維持することの大変さな

どを実感できるプログラムが用意されてい

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(５)京山地区 ESD推進協議会 

 

京山 ESD推進協議会の活動全体を紹介する

パネル類と配布用広報冊子、岡山 KEEP（京山

地区 ESD環境プロジェクト）による源流体験

エコツアーを紹介するパネル、「よくわかる

ESD まんが読本」を紹介するパネルと配布用

冊子・チラシ類等が展示されていた。 

 展示パネルは、大きな写真や図、まんが等

を使って見やすくわかりやすいものが展示さ

れていた。 

 

 

 

(６)岡山県立岡山一宮高校 

 

 岡山一宮高校は、文部科学省からスーパー

サイエンスハイスクール（SSH）に指定され、

理数教育に重点を置いた教育研究開発を行っ

ている。本ブースでは、SSH などでの取組み

事例がパネルにて紹介されており、新エネル

ギーから廃棄物問題、都市計画に関する研究

等々、高校生による日頃の研究成果が、写真・

グラフなどを用いて分かりやすい形で展示さ

れていた。 

 

 

(７)岡山市環境局 

 

岡山市環境局は、バイオディーゼル製造の

デモ装置を展示。天ぷら油が、実験装置内で

バイオディーゼルに代わってゆく様子がデモ

された。 岡山市では回収された、天ぷら油

は、バイオディーゼルに精製され、ごみ収集

車の燃料として利用されている。また、この

他にもごみの減量化・資源化の推進、ＥＳＤ、

生物多様性についてのパネル展示や、東日本

大震災での、宮城県松島町への家庭ごみ収

集・運搬等の環境局職員による復旧支援派遣

隊の状況についても紹介された。 



(８)岡山大学環境部 ECOLO 

 

環境部 ECOLOは、岡山大学校友会公認の環

境サークルであり、リサイクル市の開催や学

園祭への企画出店などを積極的に行っている

団体である。本ブースでは、廃油キャンドル

の作成を体験できるコーナーが設置されてお

り、岡大生から実際に廃油キャンドルができ

るまでの作成過程を習うことができる。興味

をもったファミリー層を中心に幅広く人気を

集めていた。 

また、毎年恒例のリサイクル市に出品され

る家具も展示された。これら家具は岡山大の

卒業生から不要になったものを回収し、新入

生に安く提供することを目的としており、売

上は、環境保護団体等に寄附している。 

 

 

 

 

 

 

 

(９)河津義宏君（岡山大学 3回生） 

 

 岡山大学環境理工学部 3回生である河津義

宏君により、「電力からかわるわたしたちの暮

らし」と題したブースが設置された。本ブー

スでは、節電の必要性や、健康管理との関連

性、効果的な節電方法の紹介など、私たちの

身近な暮らしの中で、地球環境問題へ取り組

むための知恵が分かりやすく紹介されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



(１０) Kikito 

 

Kikitoとは、森林とともに豊かに暮らして

いける未来をめざし、人の営みと森林が結び

つくカタチを育てるプロジェクトのことであ

り、滋賀県湖東地域を中心にびわ湖の森にた

ずさわる企業や行政などにより構成されてい

る。本ブースでは、「びわこの森を元気にする」

プロジェクトや、森林整備と資源の循環利用

を目的とした kikito ペーパーの仕組みの紹

介などが行われていた。 

 

 

 

 

(１１) 岡山大学ユネスコチェア 

 

岡山大学は、2006 年度に｢岡山大学ユネス

コチェア『持続可能な開発のための研究と教

育』(UNESCO Chair in Research and Education 

for Sustainable Development at Okayama 

University)｣の名称で国際連合教育科学文化

機関(UNESCO)に対してユネスコチェアの設置

申請を行い、2007年 4月に正式認可を受けた。

岡山大学ユネスコチェアが目的とする ESDは

｢持続発展教育｣とも訳され、経済発展、社会

の公正、環境保全、伝統文化の伝承の観点か

ら社会をより良く変革させ、次世代に受け渡すのに必要な価値観や技能、ライフスタイル

を学ぶ実践的な教育活動である。現在、学校教育のみならず、社会教育、高等教育、メデ

ィアなどの様々な場で ESDが必要とされ、UNESCOが先導して世界中で ESD関連事業が実施

されている。今回のパネル展示では、ESD の概要を示すとともに、岡山大学ユネスコチェ

アが国内外の連携機関と取り組んできた ESD活動を紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 



(１２) 岡山大学廃棄物マネジメント研究センター 

 

岡山大学からは、本プロジェクトの内容に

ついて、2F廊下に各研究者の活動内容のポス

ターを展示した。本プロジェクトは今年度で

2 年目を迎えており、各パネルでは、昨年度

研究内容の紹介や今年度の研究計画・進捗状

況などについて、一般の方々にも分かりやす

い形で紹介されていた。 
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